
 REDDプラスの扉を開く！
「カギ」となる技術の探求 

REDD推進体制整備に関する研究成果発表会 

   独立行政法人 森林総合研究所        
REDD研究開発センター 

開催日時・場所 

平成27年 2月18日(水) 13:15～17:00 （12:30 受付開始） 
イイノホール・カンファレンスセンター 4階Aルーム 
（東京都千代田区内幸町）東京メトロ 霞ヶ関駅前 

講 演 ・ ポスターセッション 

パネル・ディスカッション 

REDDプラス成功の秘訣を 
最新の研究成果を講演と 
ポスターで紹介します。 

有識者を交え、REDDプラス実施を
促進するための研究成果の活用、 
今後の展開について討議します。 

事前登録不要（当日受付） 



REDD推進体制整備に関する研究成果発表会 

   REDDプラスの扉を開く！ 

「カギ」となる技術の探求 
 

日時；平成27年2月18日(水) 13:15～17:00 
場所；イイノホール・カンファレンスセンター Room A 

 

概 要 
（講 演） 

 ・REDDプラスのために森林総合研究所が行ってきたこと 

 ・雲取り技術が「カギ」だった！ 熱帯雨林：マレーシア半島部での研究成果 

 ・季節性克服が「カギ」だった！ 落葉林をもつ熱帯林：カンボジアでの研究成果 

 ・バイオマス推定式が「カギ」だった！ 多様な森林：パラグアイでの研究成果 

 

（ポスター セッション） 
 マレーシア（熱帯多雨林）、カンボジア（熱帯季節林）、パラグアイ（乾燥林～湿潤熱

帯林） 各国での最新の調査、研究成果を担当研究者がポスターで紹介、解説いた

します。 

 

（パネル・ディスカッション） 

 有識者を交え、REDDプラス実施に向けて研究成果をどのように活かしていくか、

研究の動向などにも触れながらこれからの研究の展開などについてディスカッション

します。 

 

意見交換・懇親会 

 研究成果発表会終了後、別会場にて、参加した皆様と講演者の懇親を深める意見

交換会を開催予定。 参加申込は、当日受付にて承ります。 
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